
 

                           

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

                            

  

 

 

第 63 号 令和元年（2019 年）５月 16 日 

編集発行 山北町教育委員会学校教育課 

〒258-0195 山北町山北 1301－4 

ＴＥＬ 0465-75-3648 

山北町では、町の自然環境・伝統文化等の町内各地域の資源を活用した「学び

と歴史文化を生かしたまちづくり」をめざし、2019年４月からスタートした「山

北町第５次総合計画 後期基本計画」及び「山北町教育大綱」を積極的に推進し

ていきます。基本目標は次の３点です。 

今年度の山北町教育基本方針が策定されました 

基 本 目 標 

１ 次代を担う子どもの教育・青少年の育成 

幼児教育を充実させるとともに、安心して子育てできる環境づくりを進める。学校教

育においては、教育環境の整備や教育内容の充実により、児童・生徒一人ひとりの個性

や能力を生かすことのできるきめ細かな教育を進める。また、学校・家庭・地域が連携

して、青少年が心身ともに健全に育つ環境づくりを進める。 
 

 ２ 生涯学習・生涯スポーツ・文化活動の推進 

   生涯を通じて学びながら豊かで充実した生活を送ることができるよう、学習機会の充

実や学びの場の提供、学習活動を支援する。 

   また、全ての町民が何らかの形でスポーツに携わり、気軽にスポーツを楽しむことが

できる環境づくりに取り組む。自発的で活発な文化活動の支援や発表の機会の充実に努

めるとともに、地域特有の文化遺産や歴史に親しめる環境づくりを進める。 
 

３ 人権尊重のまちづくりの推進 

すべての人がお互いの人権を尊重し、共に協力して支え合うことができるよう、人権

教育や啓発活動を行う。 

また、性別に関係なく、その人の個性、能力を十分に発揮することができ、就業や地

域活動等のあらゆる分野に参画できる環境づくりを進める。 

 

社会教育委員会議へ諮問 

 ４月 23日定例教育委員会において、

「少子高齢化時代における社会教育の

あり方について」と題し、社会教育委

員会議議長に対し諮問書を伝達しまし

た。 

 今後、社会教育委員会議では、これ

まで研究してきた実績や成果を基に調

査・研究した内容をまとめ教育委員会

に答申することとなります。 

 教育委員会では、この答申を社会教

育事業や生涯学習事業の企画立案に役

立てていきたいと考えています。 

カヌー体験教室に参加してみませんか 

 教育委員会では、山北町の特性を生かしたカ

ヌーのまちづくりを推進するため、毎年丹沢湖

においてカヌー体験教室を開催しています。 

今年度は、来る６月１日に開成町スポーツ推

進委員にも協力いただき、開成町民参加枠を設

け実施するもので、「カヌーマラソン IN丹沢湖」

の参加者拡大にも 

寄与するものです。 

ご興味がある方 

は、お知らせ版 

（５月１日号）を 

ご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の審議事項 

学びの窓から No.13     

★「考え、議論する道徳」の授業とは  
  ～川村小学校道徳研修会～ 
 ４月 15日（月）に、筑波大学の加藤宣

行講師をお招きして、特別の教科「道徳」

の校内研究会を行いました。 

 筑波大附属小学校の先生でもある加藤

講師は、学級担任及び道徳科の教科担任と

して長年にわたり道徳の授業の実践研究

をされています。今回は新しい学級が発足

して１週間たったばかりの川村小の５年

生を対象に「ほんとうの友情」をテーマに、

公開授業をしていただきました。 

 子どもたちの言葉を紡ぎながら、テーマ

について考えを深めさせていく授業の様

子とその後の講演をとおして、川村小教職

員をはじめ 20名以上の町内外からの参加

者は、自分自身が行っていくこれからの道

徳授業のあり方について、多くの示唆と学

びを得ることができました。           

★４年目の「かながわ学びづくり研究」に向かって 

山北町では、平成 28年度から県委託事業「かながわ

学びづくり推進地域研究」に取り組んできました。その

中で、幼・保・こ・小・中学校等の異校種間交流と、小・

中の授業改善に向けた研究会の充実を図ってきました。

今年度は研究委託終了となる４年目の節目の年です。 

４月 11日（木）開催の第１回学びづくり研究推進委

員会では、研究初年度から指導・助言をいただいている

横浜国立大学の青山浩之教授にも参加していただき、今

までの成果を踏まえながら今年 

度は「つなぐ」をキーワードに、 

次の３つを視点に取り組んでい 

くことが確認されました。 
 

（１）子どもの育ちを促す「より効果的な連携・交流」                                                

（２）子どもの育ちを促す教師の手立てを「見取る力」 

（３）子どもの関心や意欲を高める｢環境づくりの推進」 
 

そして、青山教授からは、 
 

  学びづくり研究推進委員会や各校での研究協議

が高いレベルになっている。発見・充実させてき 

た今のあり方を大切にしてほしい。 

  大事なことは継続されること。チーム山北とし 

て幼・保・こ・小・中がスクラムを組める強みを 

生かし、学びづくり研究委託の終了を区切りとせ

ず、力強く令和２年に進む１年にしてほしい。 
 

と、エールを送られました。 

○第３回（3月 27日）  

・教育長報告 

・平成 31年度山北町の教育方針について 

・山北町社会教育委員の委嘱について 

・山北町文化財保護委員の委嘱について 

・平成 31年度（平成 30年度末）県費負担教職員・

山北町教育委員会人事異動について 

○協議会（3月 27日） 

・平成 30年度山北町教育委員会点検・評価報告 

（素案）について 

・平成 31年度入園式・入学式について 

・第 64回山北町内一周駅伝競走大会の結果につ 

いて 

 

 

・第 62回山北町親睦ゴルフ大会について 

・社会教育委員会議への諮問について 

 

○第４回（4月 23日） 

・社会教育委員会議への諮問 

・教育長報告 

・山北町学校運営協議会委員の任命について 

・教科用図書採択方針について 

〇協議会（4月 23日） 

・平成 30年度山北町教育委員会点検・評価報 

告書（素案）について 

・平成 31年度山北町の教育基本方針重点施策 

について 

・チャレンジデー2019について 

 

教育委員会の審議事項 平成 31年（第３回～第４回・協議会） 


